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広報

　9月10日、17日、26日、町内の保育所、幼稚園

では運動会が行われました。

　第二保育所と野木沢保育所の運動会は9月10日

に行われ、気温が30度を超す残暑厳しい一日でし

たが、子ども達は日ごろの練習の成果を発揮し、元

気いっぱいに競技していました。

【写真上】元気よくジャンプ（第二保育所）
【写真下】保護者と一緒に
　　　　「走れ！救急車！」（野木沢保育所）

元気いっぱい!!元気いっぱい!!
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町
で
は
、
第
一
保
育
所
、
第
二
保
育

所
、
野
木
沢
保
育
所
、
沢
田
児
童
館
の

園
庭
の
除
染
作
業
を
、
9
月
7
日
～
9

日
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

　
作
業
は
、
ロ
ー
ド
ス
イ
ー
パ
ー
で
表

土
を
除
去
し
、
園
庭
よ
り
放
射
線
量
の

低
い
山
砂
を
敷
き
詰
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
園
庭
の
場
所
に
よ
っ
て

は
最
大
0
・
12
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

／
時
、
平
均
で
0
・
03
〜
0
・
06
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
放
射
線
量
が
下

が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
出
た
土
は
ク
リ

ス
タ
ル
パ
ー
ク
近
く
の
町
有
地
に
仮
置

き
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
小
中
学
校
に
つ
い
て
も
順
次

対
策
を
進
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
所
の
園
庭
を
除
染
し
ま
し
た

▲山砂を敷き、転圧しました ▲遊具の下は手作業で表土を除去しました

▲除去した土は袋に詰めて移動し保管しました

▲ロードスイーパーで表土を除去しました

各施設の放射線量
（単位：マイクロシーベルト／時）

作業前 作業後 差

第一保育所 0.21 0.17 ▲ 0.04

第二保育所 0.19 0.16 ▲ 0.03

野木沢保育所 0.21 0.16 ▲ 0.05

沢田児童館 0.21 0.15 ▲ 0.06
※測定値は、各保育所の園庭を9分割して地表上50㎝を測定し、

その平均値を使用しました。
※測定は堀場製作所PA-1000を使用。
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乳幼児、小中学生、高校生、妊婦に個人線量計を配付します。
～乳幼児、小中学生には「ガラスバッジ式」、高校生、妊婦の方には「電子式」～

行政区やＰＴＡが地域で行う除染活動を支援します

▲説明会の様子

　
福
島
県
は
、
通
学
路
、
公
園
等
の
放

射
性
物
質
に
よ
る
放
射
線
量
を
軽
減
す

る
た
め
、
町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
除

染
活
動
を
行
う
場
合
、
除
染
活
動
に
必

要
な
高
圧
洗
浄
機
、
草
刈
機
、
カ
ッ
パ
、

ゴ
ー
グ
ル
な
ど
の
機
械
や
資
材
の
購
入

な
ど
を
支
援
す
る
「
線
量
低
減
化
活
動

支
援
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
説
明
会
が
9
月
8
日
、

共
同
福
祉
施
設
で
行
わ
れ
、
行
政
区
長

39
名
が
出
席
し
、
県
や
独
立
行
政
法
人

日
本
原
子
力
開
発
機
構
の
担
当
者
か
ら

支
援
事
業
の
内
容
や
除
染
及
び
清
掃
活

動
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
除
染
作
業
は
、
実
施
の
有
無
を
各
行

政
区
で
検
討
し
、
実
際
の
作
業
は
11
月

以
降
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

●お問い合わせ先
　保健センター　☎ 26-8416

　町では、原子力発電所事故の長期化に伴い、子ども達や妊婦の方の今後の健康管理を目的として、日常生
活における放射線量を個人ごとに測定するため、乳幼児、小中学生にはガラスバッジ式、高校生相当、妊婦
の方には電子式の個人線量計を配付します。
　ガラスバッジ式線量計の配付は、町内の幼稚園、町立保育所、小中学校に通う乳幼児や児童生徒には、保
育所や学校を通して行います。
　町外の保育所等に入所されている方、保育所等に入所されていない乳幼児、町立小中学校以外の学校に通
っている方、高校生相当、妊婦の方は、「個人線量計使用に関する申込書兼同意書」を直接保健センターに提
出し、線量計を受け取ることになります。

Ｑ．24時間身に付けておかなければな
らないのでしょうか？
Ａ．生活実態に即した被ばく量を測定
するものなので、常時着用が前提です。
　ただし、屋内にいる時は同じ部屋の
一定の場所、運動等で屋外で活動する
時は、屋外の一定の場所に置いてもか
まいません。

◎線量計の返却について
　測定期間が終わりましたら、線量計を次の方法で返却してください。
●ガラスバッジ式線量計
　・町立保育所、小中学校…平成 24 年 1 月 10 日㈫に保育所また

は学校へ返却してください。
　・幼稚園…平成 24 年 1月11日（水）に幼稚園に返却してください。
　・上記以外の方・・平成 24 年 1 月 10 日㈫～ 11 日㈬ に保健

センターに返却してください。
●電子式線量計
　・1 か月程度測定後、保健センターへ返却してください。
　  （希望により延長も可能です）

Ｑ．ガラスバッジ式とは？
Ａ．個人が受けた放射線の量（外部ひばくの量）を測定し、個人
の積算線量を測るものです。
　バッジ本体には放射線量の数値は表示されないため、後日バッ
ジを回収して測定し、算出された放射線の量を保護者の方に報告
します。
　Ｑ．電子式個人線量計とは？
Ａ．ガラスバッジ式同様、個人の積算線量を測るものです。電子
式は測定開始からの時間と積算線量の数値が表示されますので、
個人で管理できます。

【注意事項】
　個人線量計を
破損または紛失
した場合、測定
は不可能となりますので、早目に保健
センターへご連絡ください。
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石
川
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
開
票
が
9
月
4
日
行
わ
れ
、

新
し
い
14
人
の
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
新
人
3
人
を
含
む
15
人
が
立
候
補
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
率
は
、
前
回
（
80
・
51
％
）
を
下
回
る
77
・
14
％
で
議
会
議
員
一
般
選

挙
と
し
て
は
過
去
最
低
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

議
長
に
大
野
峯
さ
ん

副
議
長
に
二
瓶
義
雄
さ
ん

を
選
出

　
選
挙
後
初
め
て
の
臨
時
議
会
が
9
月

20
日
、
役
場
議
場
で
開
か
れ
、
議
長
、

副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
選
挙
で
は
議
長
に
大
野
峯
さ
ん
、

副
議
長
に
二
瓶
義
雄
さ
ん
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚

生
の
各
常
任
委
員
、
議
会
運
営
委
員
の

選
任
、
一
部
事
務
組
合
等
の
議
員
選
出

第21代副議長
二瓶　義雄さん

第20代議長
大野　峯さん

が
行
わ
れ
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
山
田
和
雄
さ
ん
の
町
監
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長
▼
渡
邊　
實

　
副
委
員
長
▼
矢
内　
義
將

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
▼
関
根　
武
一

　
副
委
員
長
▼
永
沼　
一
夫

◎
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
▼
角
田　
忍

　
副
委
員
長
▼
遠
藤　
貢
蔵

私
た
ち
の
代
表

決
ま
る
14
人
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町
議
会
議
員
の
当
選
証
書
付
与
式
は
、

9
月
5
日
、
役
場
第
一
会
議
室
で
開
か

れ
、
永
沼
源
吾
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら

議
員
一
人
ひ
と
り
に
当
選
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
当
選
さ
れ
た
議
員
の
任
期
は
平

成
23
年
9
月
15
日
か
ら
平
成
27
年
9
月

14
日
ま
で
の
4
年
間
で
す
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
議
会

で
す
。
議
員
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
ご
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

候補者氏名 得票数

当選 大野　　　峯 1,273　　

当選 渡邊　　　實 976　　

当選 中村　孝太郎 911　　

当選 瀬谷　　京子 845　　

当選 下山田　和雄 737　　

当選 二瓶　　義雄 712　　

当選 草野　　伝明 709　　

当選 角田　　　忍 689　　

当選 矢内　　義將 617.764

当選 遠藤　　貢蔵 576　　

当選 関根　　武一 574.125

当選 関根　　信次 553.874

当選 永沼　　一夫 551　　

当選 矢内　　淸一 549.235

次点 秋山　　茂雄 474　　

　
今
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
は
、
議

員
定
数
14
人
に
対
し
て
、
15
人
が
立
候

補
し
、
8
月
30
日
か
ら
5
日
間
に
わ
た

り
熱
い
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
投
票
は
、
9
月
4
日
に
町
内
21
か
所

の
投
票
所
で
午
前
7
時
か
ら
午
後
7
時

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
期
日
前
投
票
に
2
3
0
4
人
が
訪
れ

る
な
ど
好
調
な
出
だ
し
で
し
た
が
、
当

日
の
投
票
は
低
調
と
な
り
、
投
票
率
は

77
・
14
％
と
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
と

し
て
は
過
去
最
低
の
投
票
率
と
な
り
ま

し
た
。各候補者の得票結果

（得票順）敬称略

各投票所の投票率
投票所 投票当日有権者数 投票率（％）

男 女 計 計
石川 1,085 1,254 2,339 70.80 
当町 803 890 1,693 69.52 
外槇 245 242 487 73.72 
新田 417 415 832 82.45 
沢田 571 583 1,154 81.11 
赤羽 182 202 384 89.84 
山沢 196 182 378 82.80 
山形 135 134 269 83.64 

南山形 141 162 303 72.28 
板橋 263 239 502 76.10 

北山形 80 89 169 92.31 
双里 587 680 1,267 74.19 
谷沢 139 144 283 79.86 
谷坂 130 126 256 85.94 
中田 279 280 559 84.97 
母畑 316 332 648 79.63 

上母畑 144 142 286 80.42 
羽貫田 102 87 189 86.24 
中野 435 463 898 82.18 
曲木 237 245 482 90.25 
塩沢 376 389 765 67.06 
合計 6,863 7,280 14,143 77.14 

当
選
さ
れ
た
14
人
に

当
選
証
書
を
付
与

77
・
14
％

過
去
最
低
の
投
票
率
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石川町の産品の安全性をアピール
「大江戸まつり盆おどり大会で」出店!!

　
風
評
被
害
対
策
と
し
て
町
内
の
農
業

者
や
商
業
者
な
ど
が
首
都
圏
で
石
川
町

の
産
品
の
安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ーishikaw

a

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
第
2
弾
の
活
動
と
し
て
8
月

26
日
～
27
日
、
東
京
都
中
央
区
で
開
催

さ
れ
た
「
第
22
回
大
江
戸
ま
つ
り
盆
お

ど
り
大
会
」
で
ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
8
万
人
超
の
観
客
が

訪
れ
る
大
き
な
盆
踊
り
で
す
が
、
26
日

の
初
日
は
、
時
間
雨
量
80
ミ
リ
を
超
え

る
豪
雨
に
よ
り
残
念
な
が
ら
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
翌
27
日
も
曇
り
空
で
雨
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
天
気
は
持
ち
こ

た
え
、
会
場
は
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
石
川
町
の
ブ
ー
ス
で
は
、
野
菜
、
果

物
、
乾
麺
、
洋
菓
子
、
こ
ん
に
ゃ
く
な

ど
を
出
品
し
、
た
く
さ
ん
の
人
が
押
し

寄
せ
賑
わ
い
ま
し
た
。

▲新鮮な野菜を出品しました

▲たくさんの人出で賑わう会場

▲石川町のブースも賑わいました

●
小
木　
芳
郎
さ
ん

（
認
定
農
業
者
・
直
売
所
経
営
）

　
直
売
所
「
フ
ァ
ー
ム　
り
と
る
う
っ

ど
」を
経
営
。町
農
業
委
員
会
長
。「
日
本

一
お
い
し
い
か
ぼ
ち
ゃ
」な
ど
を
出
品
。

●
高
木　
正
仁
さ
ん

（
認
定
農
業
者
・
野
菜
専
業
農
家
）

　
首
都
圏
を
中
心
に
ト
マ
ト
や
ニ
ラ
な

ど
の
野
菜
を
販
売
。
町
農
業
委
員
。「
桃

太
郎
ト
マ
ト
８
」
を
出
品
。

●
郷　
隆
さ
ん

（
認
定
農
業
者
・
果
樹
専
業
農
家
）

　
果
樹
（
さ
く
ら
ん
ぼ
、
桃
、
り
ん
ご
）

を
栽
培
し
、
果
樹
園
内
に
「
郷
隆
果
樹

園
」
直
売
所
を
開
設
。

　
「
り
ん
ご
（
つ
が
る
）」
を
出
品
。

●
根
本　
常
和
さ
ん

（
認
定
農
業
者
・
果
樹
専
業
農
家
）

　
果
樹
（
な
し
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
桃
、

り
ん
ご
）
を
栽
培
し
、
後
継
者
の
孝
司

さ
ん
と
と
も
に
、
環
境
保
全
型
農
業
に

も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。「
な
し
（
幸

水
）」
を
出
品
。

●
鈴
木　
賢
一
さ
ん

（
認
定
農
業
者
・
野
菜
専
業
農
家
）

　
首
都
圏
を
中
心
に
ト
マ
ト
や
ニ
ラ
な

ど
の
野
菜
を
販
売
。「
き
ゅ
う
り
」
を

出
品
。

●
瀬
谷　
寛
隆
さ
ん

（
認
定
農
業
者
・
畜
産
農
家
）

　
繁
殖
和
牛
を
多
頭
飼
育
し
石
川
家
畜

市
場
で
販
売
。
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策

で
作
付
し
た
小
麦
を
加
工
し
た
乾
麺
を

出
品
。

●
穂
積　
良
幸
さ
ん
・
淳
子
さ
ん

　
【
ホ
ズ
ミ
・
ソ
ラ
】

　
東
京
で
の
洋
菓
子
の
修
業
を
生
か
し

て
、
多
彩
な
洋
菓
子
を
作
り
頑
張
っ
て

い
る
。「
ミ
ロ
ー
ル
」、「
シ
ナ
モ
ン
と

ハ
チ
ミ
ツ
」、「
頑
張
っ
ぺ
石
川
エ
ク
レ

ア
」
を
出
品
。

●
遠
藤　
公
一
さ
ん

　
【
遠
藤
こ
ん
に
ゃ
く
店
】

　
店
主
の
遠
藤
公
喜
さ
ん
が
厳
選
し
た

在
来
種
の
み
の
生
芋
を
使
用
し
製
造
し

た
、「
ク
ロ
レ
ラ
入
り
マ
ン
ナ
ン
そ
う

め
ん
」、「
ゆ
ず
入
り
マ
ン
ナ
ン
め
ん
」、

「
さ
し
み
こ
ん
に
ゃ
く
」
な
ど
の
食
品

の
ほ
か
、
顔
や
ボ
デ
ィ
ー
用
の
「
手
づ

く
り
こ
ん
に
ゃ
く
ス
ポ
ン
ジ
」
を
出
品
。

●
あ
ぶ
く
ま
安
心
館

　
町
内
で
２
店
舗
の
直
売
所
を
運
営
。

季
節
の
「
産
地
直
送
す
い
か
」
や
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
り
ん
ご
・
と
ま
と
ジ
ュ
ー
ス
」

を
出
品
。

▲お菓子も人気でした
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2011石川町産業交流祭
●開催日時　10月 9日（日）
　　　　　　午前10時～午後 3時
　　　　　　※小雨決行
●会　　場　母畑レークサイドセンター
　商工、農林、うまいものなどのブースが多数出店するほか、「門倉有希」
歌謡ショー（13:20～）や海賊戦隊ゴーカイジャーショー（①11：30～②
14：00～）など楽しいステージイベントがもりだくさん!!
　また、当日はクリスタルパーク、各自治センター（石川自治センター除く）、
ＪＲ磐城石川駅から無料バスを運行します。

①クリスタルパーク第２駐車場発着バス時刻表
クリスタルパーク
第２駐車場発 会場発 クリスタルパーク

第２駐車場発 会場発
1 8:30 9:00 4 11:30 12:30
2 9:30 10:00 5 13:00 13:30
3 10:30 11:00 6 14:00 15:15

②各自治センター（石川自治センター除く）発着バス時刻表
中谷自治
センター発 会場発 山橋自治

センター発 会場発 沢田自治
センター発 会場発 野木沢自治

センター
母畑自治
センター 会場発

1 8:30 9:15 8:30 9:15 8:30 9:15 8:30 8:45 9:15
2 10:00 10:45 10:00 10:45 10:00 10:45 10:00 10:15 10:45
3 11:30 12:15 11:30 12:15 11:30 12:15 11:30 11:45 12:15
4 13:00 13:45 13:00 13:45 13:00 13:45 13:00 13:15 13:45
5 14:30 15:15 14:30 15:15 14:30 15:15 14:30 14:45 15:15

③ＪＲ磐城石川駅発バス時刻表
・バス停は福島交通路線バスの停留所です。
・会場発の復路バスは、9：00、10：00、12：00、13：00、15：00、15：55に出発します。

石川駅 当町 古町 馬場町 荒町 小学校前 新町四ツ角 北町中通り 北町
1 8:30 8:31 8:32 8:34 8:35 8:36 8:37 8:38 8:39
2 9:30 9:31 9:32 9:34 9:35 9:36 9:37 9:38 9:39
3 10:30 10:31 10:32 10:34 10:35 10:36 10:37 10:38 10:39
4 11:30 11:31 11:32 11:34 11:35 11:36 11:37 11:38 11:39
5 12:30 12:31 12:32 12:34 12:35 12:36 12:37 12:38 12:39
6 14:00 14:01 14:02 14:04 14:05 14:06 14:07 14:08 14:09

天狗の入り 屋敷入 北山 関場 下の湯 米子平 中の湯 前の内 会場着
1 8:40 8:41 8:42 8:43 8:44 8:45 8:46 8:48 8:55
2 9:40 9:41 9:42 9:43 9:44 9:45 9:46 9:48 9:55
3 10:40 10:41 10:42 10:43 10:44 10:45 10:46 10:48 10:55
4 11:40 11:41 11:42 11:43 11:44 11:45 11:46 11:48 11:55
5 12:40 12:41 12:42 12:43 12:44 12:45 12:46 12:48 12:55
6 14:10 14:11 14:12 14:13 14:14 14:15 14:16 14:18 14:25

◎無料シャトルバス時刻表
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　石川町総合文化祭が10月8日㈯から11月13日㈰まで町公民館、
町体育館、各自治センター、共同福祉施設で開催されます。
総合文化祭は草石展を皮切りに、文化祭恒例の芸能祭、音楽祭、
町民俳句大会、書道や水墨画等の作品展などが行われます。
　各地区文化祭では、地域の特色を生かした文化祭が開催さ
れますので、お誘い合わせのうえご来場ください。
第45回石川町芸能祭
●日　　時	 10月15日㈯
　　　　　　　 開演　午後6時（開場：午後5時30分）
●会　　場	 石川町共同福祉施設
●出演団体
 詩吟、詩舞、剣舞 　石陽吟詠会、石川吟琇会、石川琇稜会、
　　　 　　　 　　　詩舞静友会、基風剣舞の会
民謡 　しげる会
邦舞 　白ゆり会、すみれ会、ひまわり会、藤の会、芳華会、
　　　 いしかわ絵川会
民舞 　石川民舞会
洋舞 　レクダンスクラブ、ジャズダンスISHIKAWA、
　　　 石川クリスタルダンスサークル、フラダンス

第19回石川町音楽祭
〜♬思いはひとつ願い重ねて♬〜
●日　　時	 10月22日㈯
		  開演:午後6時(開場:午後5時30分)
●会　　場	 石川町共同福祉施設
●出演団体	 石川琴晶会(大正琴)、ギタリスタス石川(ギター)、
		  箏友会(筝曲)、フライデーズクラブ(トーンチャイム)、
		  石川女声コーラス(合唱)、石川吹奏楽団(吹奏楽)
		  ミューズ・プライベート・ユニットバンド（バンド）
		  オカリナ石川会（オカリナ）

●日　　時	 11月 3 日㈭　午前10時〜午前10時30分
●場　　所	 石川町公民館図書室
●対　　象	 おおむね就学前の乳幼児と保護者
●内　　容	 ●エプロンシアター　●読み聞かせ

●日時
　10月 8 日㈯〜 9 日㈰
　午前 9 時〜午後 5 時
　※ 9 日は午後 3 時まで
●会場	 石川町体育館

草　石　展
●日時
　10月22日㈯〜23日㈰
　午前 9 時〜午後 5 時
　※23日は午後3時まで
●会場	 石川町体育館

盆　栽　展
●日時
　11月 3 日㈭
　午前 9 時〜午後 3 時
●会場	 石川町公民館

茶　　会

絵本に親しみ楽しく読もう

町民俳句大会
●日時
　11月13日㈰
　午後 1 時〜
●会場	 石川町公民館

石 川 町 総合文化祭
♬思いはひとつ願い重ねて♬
開催日 10月8日㈯〜11月13日㈰



野木沢地区文化祭
●日時　10月29日（土）～30日（日）
●場所　野木沢小学校体育館

沢田地区文化祭
●日時　10月15日（土）～16日（日）
●場所　沢田中学校体育館

山橋地区文化祭
●日時　11月6日（日）
●場所　山橋自治センター

山橋地区文化祭
●日時　11月6日（日）
●場所　山橋自治センター

中谷地区文化祭
●日時　10月29日（土）～30日（日）
●場所　中谷自治センター

中谷地区文化祭
●日時　10月29日（土）～30日（日）
●場所　中谷自治センター

母畑地区文化祭
●日時　11月5日（土）～6日（日）
●場所　母畑自治センター

石川地区文化祭
●日時　11月2日（水）～5日（土）
●場所　町体育館
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石 川 町 総合文化祭
〜2 0 1 1 〜　

地域の特色を生かした文化祭を開催!!

●開催日時	 11月2日㈬  午後 1 時～午後 5 時
		  11月 3 日㈭  午前 9 時～午後 5 時
		  11月 4 日㈮  午前 ９ 時～午後 5 時
		  11月 5 日㈯  午前 ９ 時～午後 ３ 時
●会　　場	 石川町公民館及び石川町体育館
●展示内容
華道展、くみひも展、書道展、革工芸展、籐手芸展、パッ
チワーク作品展、石粉粘土作品展、幼児絵画展、児童作品展、
老人ホーム作品展、さくら荘作品展、水墨画展、押し花作
品展、絵画展、絵手紙作品展、自治センター学級生作品展、
きり絵作品展、とんぼ玉作品展、長寿会作品展、野菜展示、
桜が丘愛生園作品展、石川共生園作品展、中学生作品展、
一般作品展

※個人で出品される方は
10月21日㈮までに町公民館
へお申し込みください。
※車でお越しの際は、旧森
林技術センター駐車場をご
利用ください。

健康相談コーナー!!
文化の日には健康相談コーナ
ーが設置されます。お気軽に
ご利用ください。
●日時	 11月3日㈭
	 午前10時〜正午
　　●会場　石川町体育館

各種作品の展示

開催日 内　　容 会　　場
10月 8日 草石展 町体育館

9日 草石展 町体育館

15日
石川町芸能祭 共同福祉施設

沢田地区文化祭 沢田中学校体育館

16日 沢田地区文化祭 沢田中学校体育館

22日
音楽祭 共同福祉施設

盆栽展 石川町体育館

23日 盆栽展 石川町体育館

29日
野木沢地区文化祭 野木沢小学校体育館

中谷地区文化祭 中谷自治センター

30日
野木沢地区文化祭 野木沢小学校体育館

中谷地区文化祭 中谷自治センター

11月 2日
各種作品展示 町公民館、町体育館

石川地区文化祭 町体育館

 3日

各種作品展示 町公民館、町体育館

絵本に親しみ楽しく読もう 町公民館図書室

茶会 町公民館

石川地区文化祭 町体育館

4日
各種作品展示 町公民館、町体育館

石川地区文化祭 町体育館

5日

各種作品展示 町公民館、町体育館

石川地区文化祭 町体育館

母畑地区文化祭 母畑自治センター

6日
山橋地区文化祭 山橋自治センター

母畑地区文化祭 母畑自治センター

13日 町民俳句大会 町公民館

石川町総合文化祭日程







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp
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　山田　隆太さん（20歳）　●字王子平

▶次回は、山田さんの紹介で木村瑛美さんです。

職業▶泉崎村の朝日ラバーで
　　　医療用ゴム製品を作っています。

Q	

Q	

Q	

Q	

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは
何ですか
仕事です。社会人 3 年目で仕事で失敗な
どもあり大変ですが、自分の成長のため
頑張って働いています。
将来やってみたいことや夢を聞かせてく
ださい
後悔のない人生にしたい。良い年のとり
方をしたい。
将来どんな町になって欲しいですか
ずっとここにいたいと思える町、安心で
きる町になって欲しいです。
最後に理想のタイプは
優しい人、一緒にいて楽しい人、気づか
いが出来る人がタイプです。

加藤　慧
けい

士
し

くん（4歳）（左）

　　　佑
ゆい

絃
と

くん（3歳）（右）

　　　凜
り

久
く

ちゃん（4か月）（中）

「兄弟3人で助け合い、元気に楽しく
たくましく成長してね」　

　父ちゃん、母ちゃんより　字当町



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

㈲遠藤こんにゃく店  遠藤　公一さん
〒963−7814　大字山形字菖蒲沢25　☎26−2505　薨26−1642
http://www7b.biglobe.ne.jp/〜endou_konnyaku/index.html

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚

二人で元気に暮らせる毎日が幸せです

氏名：添田　謙一さん（７2歳）
　　　　　ヱイ子さん（７2歳）
住所：北山形字龍ノ口

13 ● 広報いしかわ 10 月号 

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
3
人
、
孫
が
6
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い

私
た
ち
は
、
昭
和
36
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。

結
婚
当
初
か
ら
米
、
葉
タ
バ
コ
、
牛
な
ど

農
業
で
生
計
を
立
て
て
き
ま
し
た
。
稲
作
は
1
町

歩
の
田
を
耕
作
し
て
き
ま
し
た
が
、
当
時
は
牛
を

使
っ
て
耕
し
、
手
で
田
植
え
を
す
る
な
ど
、
大
変

な
作
業
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
結
婚
式
の
と
き
は
、
妻
は
タ
ク
シ
ー
で

我
が
家
に
き
ま
し
た
が
、
当
時
の
道
は
砂
利
道
で

タ
ク
シ
ー
が
坂
道
を
登
ら
ず
、
花
嫁
だ
け
乗
っ
た

状
態
に
し
て
み
ん
な
で
車
を
押
し
た
こ
と
が
印
象

深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
楽
し
み
は
、
8
月
1
日
の
農
休
日
に
子

ど
も
達
を
海
に
連
れ
て
い
く
こ
と
で
し
た
。
夏
休

み
は
子
ど
も
達
に
タ
バ
コ
を
手
伝
わ
せ
て
い
た
の

で
、
海
で
見
せ
て
く
れ
る
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
楽

し
み
で
し
た
。
ま
た
、
婦
人
会
で
の
旅
行
や
運
動

会
も
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。

　
二
人
の
思
い
出
は
、
二
人
で
行
っ
た
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
旅
行
や
沖
縄
旅
行
が
思
い
出
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
初
め
に
妻
が
病
気
を
し
ま
し
た
が
、
最

近
は
元
気
に
な
っ
て
く
れ
、
こ
う
し
て
二
人
で
健

康
に
暮
ら
せ
る
毎
日
が
幸
せ
だ
と
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。お

二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

謙
一
…
孫
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

ヱ
イ
子
…
長
寿
会
の
み
ん
な
と
話
す
こ
と

が
楽
し
み
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

北
須
川
・
今
出
川
の
桜
も
好
き
で
す
が
、

通
年
参
拝
者
が
絶
え
な
い
、
自
宅
近
く
に

あ
る
福
満
虚
空
蔵
尊
も
好
き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

大
き
な
企
業
を
誘
致
し
て
働
く
場
所
を
確

保
し
、
若
い
人
の
人
口
流
出
を
止
め
て
欲

し
い
で
す
。

A

A

A

AA

Q Q

QQQ

　遠藤こんにゃく店4代目の遠藤公一さんは、27歳の時に家業を
継ぐことを決め、現在は両親・弟と一緒にこんにゃくの製造販売
を行っています。

　公一さんは、8月26日〜27日に東京都中央区で行われた「大江戸まつり盆お
どり大会」に参加し、「クロレラ入りマンナンそうめん」「さしみこんにゃく」「洗
顔用手作りこんにゃくスポンジ」を出品しました。

　「毎年8万人が参加する大きな盆おどり大会は圧巻でした。“フ
クシマ”の風評被害を感じさせないほど、多くのお客様から「頑
張って」と応援のメッセージをいただき、26日に行われた交流会
では、岡山県、山形県、栃木県など県外からの参加者と特産品な
どについて情報交換もでき、とても勉強になりました」と話します。
　「手作りにこだわり創業当時の味をお客様に提供し続けたい。
また、開発に5年をかけたこんにゃくスポンジは、手づくりで作
る期間・数量限定商品です。是非お試しください」と話し、公一
さんは“手作り”にこだわった商品づくりを続けるとともに、県
外で行う復興イベントや11月まで毎週土曜日に石川自治センター
前で行われているまちなか朝市などにも積極的に出店するなど、
石川町の産業復興対策にも積極的に取り組んでいます。
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い
し
か
わ
の
歴
史

石
川
桜
め
ぐ
り

故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

4 
古
墳
時
代
と
石
川

�
樹
種
名　
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

�
樹
齢　
　
　
約
1
3
0
年

�
形
状
寸
法　
樹　
　
高　
10
ｍ　

　
　
　
　
　
　
胸
高
幹
周　
2
・
3
ｍ

�
特
記
事
項

　
県
道
白
河
石
川
線
沿
い
の
沢
井
地
区
に
、
明
治
の
中
期
頃
、
開
基
を
記

念
し
て
先
祖
が
植
え
た
と
言
わ
れ
る
枝
垂
れ
桜
で
、
枝
張
り
が
約
20
m
あ

り
見
事
で
す
。

�
見
頃　
4
月
中
旬

長
福
院
の
枝
垂
れ
桜

沢
井
字
大
池
下

▲大檀古墳群の主墳（全長39メートル）

▲

悪
戸
古
墳
群
（
主
墳
石
室
）

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
損
傷
し
、
現
在
は

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
鳥
内
地
内
で
人
々
が
生
活
し
て
い
た
紀

元
前
後
の
こ
ろ
、
列
島
の
西
部
で
は
沢
山

の
小
国
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
国
々

は
中
国
へ
使
者
を
送
り
、
中
国
皇
帝
の
権

威
を
借
り
た
り
、
青
銅
器
に
象
徴
さ
れ
る

先
進
文
化
を
導
入
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
三
世
紀
前
半
に
登
場
す
る
女
王
卑
弥
呼

の
邪
馬
台
国
は
、
30
余
り
の
小
国
の
連
合

体
で
し
た
。
三
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、

小
国
の
王
た
ち
は
様
々
な
形
の
古
墳
を
造

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
巨
大

な
前
方
後
円
墳
は
有
力
な
王
の
墳
墓
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
四
世
紀
前
半
に
な
る
と
、
奈
良
盆
地
の

王
た
ち
が
連
合
し
て
大
和
政
権
を
形
成
し
、

そ
の
王
は
大
王
（
お
お
き
み
）
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。

　
会
津
盆
地
の
王
た
ち
も
大
和
政
権
と
の

交
流
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
亀
ヶ
森
古
墳

（
会
津
坂
下
町
）
や
会
津
大
塚
山
古
墳
（
会

津
若
松
市
）
な
ど
の
大
型
の
前
方
後
円
墳

が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
和
政
権
は
し
だ
い
に
勢
力
を
拡
大
し
、

五
～
六
世
紀
に
は
東
北
地
方
南
部
も
大
王

の
政
治
支
配
に
服
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
各
地
の
王
は
国
造
（
く
に

の
み
や
つ
こ
）
と
い
う
地
位
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
が
、
他
地
域
か
ら
派
遣
さ
れ
た
国

造
も
あ
り
ま
し
た
。

　
白
河
市
の
下
総
塚
古
墳
は
全
長
71
㍍
の

前
方
後
円
墳
で
六
世
紀
後
半
の
白
河
国
造

の
墳
墓
で
、
隣
接
す
る
豪
族
居
館
跡
は
そ

の
子
孫
の
居
館
跡
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
川
町
域
は
白
河
国
造
の
支
配
下
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
六
世
紀
後
半

か
ら
七
世
紀
に
か
け
の
築
造
と
さ
れ
る
大

壇
古
墳
群
（
新
屋
敷
）
の
被
葬
者
は
、
白

河
国
造
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
有
力

者
と
そ
の
一
族
の
墳
墓
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
壇
古
墳
群
と
同
じ
よ
う
に
阿
武
隈
川

の
南
岸
に
立
地
す
る
悪
戸
古
墳
群
（
中
野
）

は
九
基
の
円
墳
か
ら
な
り
、
主
墳
（
１
号

墳
）
は
奥
行
き
6
㍍
、
高
さ
1
・
5
㍍
か

ら
1
・
8
㍍
の
横
穴
式
石
室
の
構
造
を
も

っ
て
い
ま
す
。
七
世
紀
初
頭
の
築
造
と
さ

れ
、
被
葬
者
は
白
河
国
造
に
連
な
る
地
域

の
有
力
者
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
他
に
山
神
古
墳
群
（
沢
井
）

も
あ
り
、
古
代
に
思
い
を
馳
せ
る
遺
跡
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
ろ
大
和
政
権
で
は
有
力
な
豪
族

で
あ
る
蘇
我
氏
と
物
部
氏
が
争
い
、
七
世

紀
初
頭
に
聖
徳
太
子
が
登
場
し
て
政
治
改

革
を
行
い
ま
し
た
。
中
央
集
権
を
め
ざ
す

大
化
の
改
新
は
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
し
た
。



◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６
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家
族
介
護
者
の
つ
ど
い

〜
介
護
者
だ
か
ら
こ
そ
、こ
こ
ろ
の
健
康
に
目
を
む
け
ま
し
ょ
う
〜

　
石
川
町
で
は
、
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
「
家
族
介
護
者
」
の
方
を
対
象
に
毎
年

介
護
者
の
つ
ど
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
8
月
24
日
に
、
針
生
ケ
丘
病
院　
臨
床
心
理
士
の
大
森
洋
亮
先
生
を
講

師
に
迎
え
「
介
護
者
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
」
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
介
護
の
形
態
は
時
代
と
共
に
多
様
に
変
化
し
て
い
ま
す
。「
老
老
介
護
」
や
「
通

い
介
護
」「
男
性
介
護
者
の
増
加
」
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
て
い
る
介
護
者
が
増
え
て
い
る
。
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込
ま
な
い
コ
ツ
と
し

て
は
「
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う
」「
つ
ら
い
と
訴
え
る
」
と
い
っ
た
『
こ
と

ば
の
表
現
』
と
運
動
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
『
行
動
で
発
散
』
で
き
る
こ
と
が
大
切
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
参
加
し
た
18
名
の
介
護
者
同
士
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め
の
呼

吸
法
や
脱
力
法
な
ど
を
体
験
し
「
力
を
抜
く
こ
と
」
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

い
つ
も
自
分
の
こ
と
よ
り
介
護
さ
れ
て
い
る
相
手
の
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
皆
さ

ん
か
ら
は
、「
自
分
の
ス
ト
レ
ス
の
多
さ
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
た
」「
残
り
少
な
い
人
生
、
自
分
の
楽
し
み

も
増
や
そ
う
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
介
護
を
し
て
い
る
と
「
わ
た
し
ば
か
り
が
な
ぜ
・・
」

と
孤
立
感
を
持
ち
や
す
い
も
の
で
す
。

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同
じ
辛
さ
や
思
い
を

持
つ
方
々
が
今
後
も
交
流
を
続
け
る
こ
と
で
、「
つ
ら

い
と
き
は
、
弱
音
を
は
い
て
も
い
い
」
と
い
う
こ
と

を
広
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

●時　　　間　午前９時30分～
●持　参　品　エプロン、三角巾
●参　加　費　３００円（材料費）
●申込締切　参加を希望される方は、

各地区の担当者へ実施日３日前まで
に電話で申し込みください。

●お問い合わせ先
　保健センター　☎２６－８４１６

日程表
日　　程 会　　場 お申し込み先

11月 7日（月） 野木沢自治センター 二瓶☎26-6024

11月 9日（水） 曲木研修集会所 相楽☎26-6234

11月15日（火） 沢田自治センター 二瓶☎26-6024

11月16日（水） 石川町公民館 太楽☎26-3813

11月16日（水） 中谷自治センター 武田☎26-1353

11月19日（土） 竹柄集会所 二瓶☎26-6024

11月29日（火） 石川町公民館 下山田☎26-5771

11月29日（火） 塩沢農業構造改善センター 吉田☎26-6297

12月 3日（土） 山橋自治センター 荒川☎26-3344

12月 7日（水） 母畑自治センター 塩澤☎26-6695

12月12日（月） 中田区会事務所 瀬谷☎56-1088
中溝☎26-4605

●高血圧予防メニュー！　～健康な体を作りましょう！～
季節の食材を使って、「高血圧予防！メニュー」を食改さんと一緒に作ってみませんか？
詳しいメニューの内容は会場でのお楽しみ！お近くの会場へ、お友達を誘ってぜひ参加してださい。

石川町食生活改善推進員による
伝達料理講習会開催のお知らせ
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財
団
法
人
三
菱
U
F
J
信
託
地

域
文
化
財
団
平
成
24
年
度
助
成

団
体
募
集
に
つ
い
て

福
島
県
文
化
振
興
基
金
助
成
事

業
の
申
請
受
付
け
に
つ
い
て

10
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
を

受
け
る
た
め
に「
認
定
請
求
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す

　
㈶
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域
文
化
財
団

は
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
て

き
た
団
体
、
と
り
わ
け
地
域
の
音
楽
・

美
術
・
演
劇
の
各
分
野
に
お
け
る
活

動
及
び
、
伝
統
芸
能
の
伝
承
、
保
存
、

後
継
者
育
成
に
努
力
し
て
い
る
諸
団
体

へ
の
助
成
を
目
的
と
し
た
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
平
成
24
年
度
助
成
事
業
と

し
て
、
次
の
要
領
に
よ
り
助
成
希
望

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
助
成
対
象

①
団
体
（
法
人
）
が
日
本
国
内
で
行
う
、

地
域
文
化
振
興
に
寄
与
す
る
公
演
・

展
覧
会
等
。

②
前
項
の
公
演
・
展
覧
会
等
は
、
平

成
24
年
度
（
平
成
24
年
4
月
1
日
～

平
成
25
年
3
月
31
日
）
に
開
催
も
し

く
は
会
期
が
開
始
す
る
も
の
と
す
る
。

●
応
募
部
門　
音
楽
部
門
、
美
術
展

部
門
、
演
劇
部
門
、
伝
統
芸
能
部
門

の
４
部
門
。

●
応
募
資
格

①
音
楽
部
門
、
演
劇
部
門
、
伝
統
芸

能
部
門
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
・

公
演
に
限
る
。

②
美
術
展
部
門
は
美
術
館
が
企
画
す

る
展
覧
会
等
が
対
象
と
な
る
の
で
、

ア
マ
チ
ュ
ア
と
は
限
定
し
な
い
。

●
応
募
期
間　
平
成
23
年
11
月
30
日

㈬
ま
で
（
消
印
有
効
）

●
応
募
方
法　
助
成
要
望
書
（
財
団

所
定
）
を
財
団
事
務
局
あ
て
郵
送
す
る
。

●
助
成
決
定　
選
考
委
員
会
に
て
選

考
を
実
施
後
、
平
成
24
年
3
月
に
決
定
。

●
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
地
域

文
化
財
団
事
務
局

〒
1
0
3
ı
0
0
2
7

　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
2
ı
2
ı
4　

日
本
橋
ビ
ル

　
☎
0
3
ı
3
2
7
2
ı
6
9
9
3

薨
0
3
ı
3
2
7
2
ı
6
9
9
4

　
県
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
を
支
援

す
る
㈶
福
島
県
文
化
振
興
基
金
で
は
、

現
在
、
平
成
23
年
度
第
3
期
分
の
助
成

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
事
業

　
平
成
23
年
12
月
1
日
か
ら
平
成
24
年

3
月
31
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業

① 

広
く
県
民
に
公
開
す
る
文
化
活
動

の
成
果
発
表
（
美
術
展
、
音
楽
会
、

演
劇
等
の
公
演
、
文
芸
誌
出
版
、
映

画
、
陶
芸
、
茶
の
湯
、
生
花
、
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
等
）

② 

県
の
代
表
や
公
的
機
関
か
ら
の
招

へ
い
に
よ
り
国
内
外
の
発
表
会
等
へ

参
加
す
る
事
業

③
文
化
財
の
保
護
・
保
存
の
た
め
の
事

業
な
ど

●
対
象
者

　
県
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本
拠
を

有
す
る
個
人
（
県
外
在
住
の
県
出
身
者

も
含
む
）
ま
た
は
文
化
団
体
等
（
商
工

会
、
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ｃ
等
を
含
む
）。

●
助
成
金
額

　
助
成
対
象
経
費
の
⅓
ま
た
は
½
以
内

の
額
。
た
だ
し
対
象
事
業
の
区
分
に
よ

り
、
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

　
所
定
の
申
請
書
に
記
入
の
上
、
必
要

書
類
を
添
付
し
、
石
川
町
公
民
館
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
10
月
31
日
㈪

●
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課　
生
涯
学
習
係

（
石
川
町
公
民
館
内
）

 

☎
２
６
ı
２
５
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　
地
震
の
と
き
、
あ
な
た
の
お
住
ま
い

は
安
全
で
す
か
。

　
地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
わ

が
家
の
耐
震
性
を
知
り
、
必
要
な
耐
震

改
修
・
補
強
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

し
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者

を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
建
物

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
住
宅

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

⑴
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
で
、

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
戸
建
て
住
宅
。

⑵
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、
枠

組
壁
工
法
等
に
よ
る
木
造
３
階
建
て

以
下
の
住
宅
。

⑶
特
に
重
点
的
に
耐
震
化
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
る
住
宅
。

（
緊
急
輸
送
路
、
避
難
路
ま
た
は
避
難

地
等
の
沿
線
に
あ
る
住
宅
ま
た
は
高
齢

者
や
障
が
い
者
等
の
単
独
世
帯
及
び
同

居
し
て
い
る
世
帯
の
住
宅
）

●
募
集
戸
数

　
2
戸
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
。）

●
費
用
負
担

　
派
遣
に
要
す
る
費
用
は
、
１３０


，

０００


円
ま
で
町
が
負
担
し
、
１３０


，

０００


円
を
超
え
た
場
合
は
、
超
え
た

金
額
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
み
期
限

　
10
月
25
日
㈫

●
申
込
方
法

　
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
住
宅
の
所

有
者
は
、
次
の
書
類
を
町
都
市
建
設
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
申
込
書

⑵
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
又
は
平
面

図
⑶
着
工
時
期
が
確
認
で
き
る
資
料
（
建

築
確
認
通
知
書
、
課
税
資
産
（
家
屋
）

明
細
書
な
ど
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
建
設
課　
都
市
整
備
係

　
☎
2
6
ı
9
1
3
1

　
「
平
成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手

当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
成
立
し
、
平
成
23
年
10
月
以
降
半
年

間
の
制
度
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当

を
受
け
る
に
は
「
認
定
請
求
書
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。
現
在
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
個
別
に
通

知
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
手
続

き
願
い
ま
す
。

●
支
給
対
象
児
童
と
支
給
額

・
3
歳
未
満　
一
律　
１
５
，０００


円

・
3
歳
以
上
～
小
学
生

　
第
1
子
・
第
2
子　
１０

，０００


円
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第
3
子
以
降　
１
５
，０００


円

・
中
学
生　
一
律　
１０

，０００


円

●
支
給
日

・
平
成
23
年
10
月
～
平
成
24
年
1
月
分

　
支
給
日
：
平
成
24
年
2
月
8
日
㈬

・
平
成
24
年
2
月
～
3
月
分

　
支
給
日
：
平
成
24
年
6
月
8
日
㈮

●
新
た
な
支
給
要
件
等

①
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
は
、
日

本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
者
と
さ
れ

ま
し
た
。

②
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
子
ど
も
の
父
母
等
は
受
給
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

③
未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定
者
（
父

母
等
が
国
外
に
い
る
場
合
の
み
）
が

受
給
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
両
親
が
離
婚
協
議
中
で
別
居
し
て

い
る
場
合
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い

る
方
に
支
給
し
ま
す
。（
単
身
赴
任

の
場
合
を
除
く
）

⑤
子
ど
も
手
当
を
保
育
料
、
学
校
給

食
費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課　
児
童
福
祉
係

　
☎
2
6
ı
0
8
1
1

●
対
象　
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬

●
日
程　
11
月
8
日
㈫
～
16
日
㈬

　
登
録
済
み
の
方
に
は
ハ
ガ
キ
を
送
付

し
ま
す
。

　
日
程
の
詳
細
は
、
各
自
治
セ
ン
タ
ー
、

組
回
覧
文
書
ま
た
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
登
録
・
予
防
注
射
料
金

・
初
め
て
登
録
・
注
射
を
す
る
場
合

　
1
頭
に
つ
き
６
，１００


円

・
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
（
注

射
の
み
）

　
1
頭
に
つ
き
３
，１００


円

●
料
金
内
訳

　
登
録
料　
　
　
　
　
３
，０００


円

　
注
射
料
金　
　
　
　
２
，５
５
０
円

　
注
射
済
票
交
付
手
数
料　
55

0
円

※
お
つ
り
が
な
い
よ
う
に
ご
協
力
願
い

ま
す
。

※
ハ
ガ
キ
が
郵
送
さ
れ
た
方
（
登
録
済

み
の
方
）
は
、
当
日
必
ず
ハ
ガ
キ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
が
死
亡
、
失
踪
、
他
人
に
譲
渡
し

た
場
合
、
登
録
を
抹
消
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
生
活
安
全
係

　
☎
2
6
ı
9
1
2
2

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
実
施
の
お
知
ら
せ

　
温
水
プ
ー
ル
は
大
規
模
清
掃
に
よ
り

次
の
と
お
り
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
休
館
日　
10
月
17
日
㈪
～
24
日
㈪

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
温
水
プ
ー
ル

　
☎
2
6
ı
5
8
8
4

石
川
町
温
水
プ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職

面
接
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
平
成
24
年
3
月
に
大
学
院
・
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
を
卒
業
予

定
の
方
、
平
成
23
年
3
月
、
平
成
22
年

3
月
、
平
成
21
年
3
月
に
卒
業
し
て
現

在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

県
内
に
就
業
場
所
又
は
営
業
拠
点
を
有

し
、
正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
計
画
の

あ
る
事
業
所
と
の
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
11
月
2
日
㈬

　
　
　
　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

●
場
所　

　
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス

（
郡
山
市
中
町 
10
ı

10
）

●
主
催　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、　

公
共
職
業
安
定
所
、
福
島
県
、
郡
山
市

●
実
施
内
容　
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お

け
る
人
事
担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
安

定
所
等
各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情

報
提
供
等

●
そ
の
他

①
事
前
申
込
不
要
で
す
。

②
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催
1
週

間
前
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定

課　
☎
0
2
4
ı
5
2
9
ı
5
3
9
6

　
す
で
に
「
県
民
健
康
管
理
調
査
」
に

つ
い
て
は
周
知
の
と
お
り
、
対
象
期
間

内
（
平
成
23
年
3
月
11
日
～
平
成
23
年

7
月
1
日
ま
で
）
に
県
内
に
居
住
さ
れ

た
方
を
調
査
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、

県
内
に
居
住
の
実
態
が
あ
り
な
が
ら
住

民
票
は
県
外
に
あ
る
方
な
ど
に
つ
い
て

は
、
申
し
出
が
必
要
で
す
。

　
問
診
票
の
送
付
依
頼
を
で
き
る
方
は
、

次
の
方
で
す
。

①
対
象
期
間
内
に
石
川
町
に
住
ん
で
い

た
が
、
県
外
に
住
民
票
が
あ
る
方

②
県
外
に
居
住
し
て
い
て
、
対
象
期
間

内
に
県
内
の
事
業
所
や
学
校
等
に
通

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
た
方

③
県
外
に
居
住
し
て
い
て
、
3
月
11
日

か
ら
3
月
25
日
ま
で
の
間
に
、
石
川

町
に
一
時
滞
在
さ
れ
た
方

【
送
付
依
頼
の
方
法
】

●
受
付
期
間

9
月
1
日
㈭
～
11
月
30
日
㈬
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

「
県
民
健
康
管
理
調
査
」

の
基
本
調
査
問
診
票

送
付
の
受
付
に
つ
い
て

　
送
付
依
頼
書
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
保
健
福
祉
課
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
2
6
ı
8
4
1
6

　
須
賀
川
税
務
署
で
は
、
平
成
23
年
分

の
年
末
調
整
説
明
会
を
次
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。

●
説
明
会
日
程

須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
11
月
15
日
㈫

石
川
町
共
同
福
祉
施
設

　
11
月
16
日
㈬

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
〜

午
後
3
時
30
分
（
開
場
は
午
後
1
時
）

※
ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

（
注
）
年
末
調
整
の
諸
用
紙
は
、
11
月

1
日
に
発
送
予
定
で
す
。

　
な
お
、
説
明
会
に
お
越
し
の
際
は
、

送
付
さ
れ
る
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
税
務
署
へ
の
各
用
紙
の
配
備

は
10
月
中
旬
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
急
ぎ
の
場
合
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
須
賀
川
税
務
署
（
源
泉
徴
収
担
当
）

　
☎
0
2
4
8
ı
7
5
ı
2
1
9
4

平
成
23
年
分
年
末
調
整

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
を
支
給
し
ま
す

胃
が
ん
検
診
実
施
の
お
知
ら
せ

災
害
援
護
資
金
の

貸
付
制
度
に
つ
い
て

行
政
相
談
委
員
に
よ
る

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

●
日
時

　
10
月
25
日
㈫

　
11
月
10
日
㈭

　
時
間
は
い
ず
れ
も

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
2
6
ı
3
7
9
3

心
配
ご
と
相
談

　
10
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰
の
一
週
間
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
及
び

市
町
村
）
や
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
関

し
て
、
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
心

配
な
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望

し
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も
の

　
石
川
養
護
学
校
で
は
、
10
月
29
日
に

石
養
ま
つ
り
（
石
川
養
護
学
校
の
学
校

祭
）
を
開
催
し
ま
す
。

※
福
島
県
立
石
川
養
護
学
校
は
小
学
校

1
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
の
障
が

い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
通
学
し
、
学
習

し
て
い
る
学
校
で
す
。

●
開
催
日　
10
月
29
日
㈯

●
場
所　
福
島
県
立
石
川
養
護
学
校
内

●
内
容

◦
9
：
30
～
11
：
20　
ス
テ
ー
ジ
発
表

（
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
に
よ
る

劇
や
音
楽
等
の
発
表
）

◦
9
：
30
～
終
日　
作
品
展
示

（
各
学
級
で
制
作
し
た
作
品
の
展
示
）

◦
12
：
10
～
13
：
00　
作
業
製
品
展
示

販
売
（
中
学
部
や
高
等
部
が
「
作
業
学

習
」
の
時
間
に
制
作
し
た
和
紙
製
品
や

木
工
製
品
、
窯
業
製
品
、
縫
製
品
等
を

販
売
）

※
13
：
05
～
13
：
35　
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

（
石
養
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
一
切
が
終

了
し
て
か
ら
開
催
）

★
作
業
製
品
は
す
べ
て
が
手
作
り
で
す
。

一
度
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
食
堂
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
に

応
じ
て
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
石
川
養
護
学
校

　
　
☎
２
６
ı
５
５
４
４

石
養
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

●
日
時　
10
月
30
日
㈰

　
正
午
～
午
後
2
時

●
場
所

　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
須
賀
川
駐
車
場

　
須
賀
川
市
古
河
1
0
5

●
内
容

◦
火
災
予
防
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
優
秀
作
品
展
示

◦
火
災
予
防
Ｐ
Ｒ
活
動

◦
消
防
車
両
展
示
、
ミ
ニ
消
防
車
試
乗
、

防
火
衣
試
着

◦
消
火
器
無
料
点
検
及
び
有
料
回
収

　
（
1
本
に
つ
き
１
，０００


円
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
須
賀
川
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
0
2
4
8
ı
7
6
ı
3
1
1
4

消
防
ふ
れ
あ
い
デ
ー
の
お
知
ら
せ

「
つ
け
て
安
心
住
警
器
、み
ん
な
で

考
え
よ
う
火
災
予
防
」

　
政
府
は
、
震
災
に
よ
り
住
居
に
大
き

な
被
害
を
受
け
た
方
に
「
被
災
者
生
活

再
建
支
援
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

被
災
の
際
に
居
住
し
て
い
た
市
町
村
役

場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
郵

便
で
申
請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

●
支
給
内
容
（
1
世
帯
あ
た
り
）

基
礎
支
援
金
（
住
居
被
害
の
大
き
さ
に

応
じ
て
支
給
し
ま
す
）

　
全
壊
な
ど
・
・
・
・
・
1
0
0
万
円

　
大
規
模
半
壊
な
ど
・
・
・
・
50
万
円

加
算
支
援
金
（
お
住
ま
い
の
再
建
方
法

に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
）

　
建
設
・
購
入
の
場
合
・
2
0
0
万
円

　
補
修
の
場
合
・
・
・
・
1
0
0
万
円

　
賃
借
の
場
合
・
・
・
・
・
・
50
万
円

※
単
身
世
帯
は
¾
の
額
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
保
健
福
祉
課　
社
会
福
祉
係

　
☎
2
6
ı
9
1
2
3

　
胃
が
ん
検
診
を
10
月
24
日
㈪
〜
11
月

17
日
㈭
ま
で
実
施
し
ま
す
。
検
診
を
受

け
る
方
に
は
8
月
に
保
健
衛
生
協
力
員

が
受
診
録
を
配
布
し
ま
し
た
。
受
診
録

が
届
い
て
い
な
い
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
2
6
ı
8
4
1
6

で
す
。

　
石
川
町
で
は
、
行
政
相
談
週
間
中
に

限
ら
ず
、
行
政
相
談
委
員
が
自
宅
等
で

相
談
に
応
じ
て
い
る
ほ
か
、
毎
月
石
川

町
公
民
館
で
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
定
例
行
政
相
談
会

　
10
月
22
日
㈯　
午
前
9
時
～
正
午

　
場
所
：
石
川
町
公
民
館

●
石
川
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員

　
諸
岡　
節
男
さ
ん

　
　
（
字
下
泉
1
9
8
ı
1
）

　
☎
2
6
ı
1
4
6
0

　
竹
島　
君
さ
ん

　
　
（
字
高
田
1
1
6
ı
2
）

　
☎
2
6
ı
0
6
0
2

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
世
帯
主
が

負
傷
し
た
世
帯
や
、
住
居
や
家
財
等
に

著
し
い
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
対
し
、

そ
の
所
得
が
一
定
額
未
満
の
世
帯
に
つ

い
て
、
生
活
の
立
て
直
し
に
必
要
な
資

金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
世
帯
（
次
の
⑴
〜
⑵
ま
で
の
条

件
を
満
た
す
世
帯
）

⑴
震
災
に
よ
り
、
世
帯
主
が
負
傷
し
た

世
帯
ま
た
は
住
居
（
半
壊
以
上
）・

家
財
（
3
分
の
1
以
上
）
に
被
害
を

受
け
た
世
帯

⑵
被
害
を
受
け
た
当
時
町
内
に
住
所
を

有
し
て
い
た
世
帯

※
た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
、
世
帯
の

人
数
に
よ
り
設
け
ら
れ
て
い
る
額
を
超

え
る
場
合
は
貸
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
貸
付
限
度
額

1
5
0
万
円
〜
3
5
0
万
円

●
貸
付
条
件

⑴
貸
付
利
率
及
び
保
証
人

　
無
利
子
で
す
が
、
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。

⑵
償
還
期
間　
13
年（
う
ち
据
置
期
間
6
年
）

⑶
償
還
方
法

　
年
賦
ま
た
は
半
年
賦

　
※
延
滞
の
場
合
は
年
10
・
75
％
の
割

合
で
計
算
し
た
違
約
金
が
発
生
し
ま
す
。

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎
2
6
ı
9
1
2
3
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パソコン教室受講生募集 〜中級者（Word・Excel）講座〜

おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙コンクール 〜敬老会で入賞作品を発表〜

　ワードでの文書作成やエクセルでの表計算が出来る方で、さらに高いパソコン機能の操作を身に付けたいという方を対
象に、パソコン教室を開催します。短期間で分かりやすく、文書の作成・編集や表の作成・編集を学べますのでぜひご参
加ください。
●期 日	 ①Word　　11月 7 日（月）〜11日（金）の5日間
		  ②Excel　　 11月14日（月）〜18日（金）の5日間
●受講時間	 午後7時〜午後9時
●対 象	 町内在住の一般成人
		  自己所有のパソコンを持参（ソフトウェア：Word2007、Excel2007）
		  ※パソコンを持参できない方は、レンタルの相談を受付けます。
●会 場	 勤労青少年ホーム（保健センター隣）1階講習室
●募集人員	 20名（定員になり次第締切）
●参 加 費	 受講料3，000円　　テキスト代4，200円
		  ※パソコンをレンタルする場合、別途レンタル
　　　　　　　　　料金がかかります。
●申込期間	 10月17日（月）〜21日（金）の間
		  ※受付時間　午前8時30分〜午後5時
●申込方法	 ①直接石川町公民館へ来館してください。
		  ②FAX（送信後は公民館に確認の電話をしてください。）
		  ※FAXの場合、氏名、住所、パソコン教室受講経験の有無、
　　　　　　　　　電話番号を記入してください。
●そ の 他	 申込者多数の場合は、受講経験のない方を優先させていただきます。
		  ※個人情報は、講座の連絡以外には使用しません。

　町教育委員会及び町青少年健全育成推進協議会では、子供たちに命を伝えていただ
いた祖父母に感謝し、同時に父母を敬愛する心を育てるために「おじいちゃん・おば
あちゃんへの手紙コンクール」を実施しました。町内の各小・中学校からたくさんの
応募があり、最終審査の結果、次のとおり入賞者が決定しました。
　なお、先月各地区で開催された敬老会の席上で、入賞された方の中から、代表者が
作品を発表しました。子供たちの「感謝・おもいやり」の気持ちがたくさん詰まった
作品に、会場からは大きな拍手が寄せられました。

お申し込み・お問い合わせ先…石川町公民館　☎２６- ２５６６　FAX ２６- ４９９２

※（　　）内は学校名

学　年 最優秀賞 優　　秀　　賞 優　　良　　賞

小　
　
学　
　
校

１年 矢内　海佑（石　川） 鈴木　大也（石　川） 関根　優志（母　畑） 吉田　拓翔（石　川） 緑川　　澪（石　川）

２年 佐久間啓輔（石　川） 太樂　岳斗（石　川） 岩﨑　華音（野木沢） 藤島あかり（石　川） 佐藤秀之慎（野木沢）

３年 小豆畑咲季（石　川） 渡辺　　優（石　川） 藤井隆太郎（石　川） 緑川ひかる（石　川） 飯島　　禎（中谷一）

４年 永沼弥沙稀（母　畑） 瀬谷　百加（中谷二） 小豆畑奈々（山　形） 小泉　晟麻（石　川） 冨岡　侑晟（石　川）

５年 生田目江梨（沢　田） 小豆畑　翔（石　川） 関根　綾子（母　畑） 芳賀　冬唯（中谷一） 芳賀亜佑美（南山形）

６年 松山　星花（野木沢） 迎　　祐奈（石　川） 増子　彩音（沢　田） 先崎　莉子（石　川） 野内　佳奈（沢　田）

中　
学　
校

１年 三瓶　朱理（石　川） 前田　優花（石　川） 高島　　蓮（石　川） 佐川　亮人（沢　田） 根本　美和（沢　田）

２年 矢吹　彩香（石　川） 殿岡龍之介（石　川） 松山　風花（石　川） 小豆畑美雪（石　川） 佐川　祐人（沢　田）

３年 南條　亜依（石　川） 大野　陽平（石　川） 大森みさき（沢　田） 大和田里歩（石　川） 矢内　佑輔（石　川）

高校 ３年 鹿目俊太朗（学法石川） 近内　麻美（県立石川） 大塚　祐大（学法石川）

　１０月の「絵本読み聞
かせ会」は、１０月１日
（土）から１０月８日（土）
に変更となりますので宜
しくお願いします。

絵本読み聞かせの
会日程変更について
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　インフルエンザは、インフルエンザウイルスによる急性
呼吸器感染症で、感染してから発病までの潜伏期間は2〜3
日です。発病すると、まず、発熱、悪寒、頭痛、筋肉痛な
どの全身症状が突然現れ、肺炎や脳症などの合併症がなけ
れば、1週間以内に治ります。
　予防接種を受けることで、インフルエンザの発症をある
程度おさえたり、かかっても重症化したりすることを防ぐ
効果が期待できます。一般的に高齢者は一冬に1回の予防接
種で効果があります。
　平成23年度は、65歳以上の方を対象に公費負担によるイ
ンフルエンザ予防接種を実施します。受け方については次
のとおりです。
▪対象者　65歳以上の方
※60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器、または
ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能等に障害を有する
方で、身体障害者手帳1級相当の方も含みます。
※対象年齢は、予防接種をする当日の年齢です。満64歳ま
たは満59歳の方は、誕生日を迎えてからの接種をお願いし
ます。
▪実施場所（委託医療機関）
石川郡内の各医療機関を含む県内の各医療機関（必ず医療
機関に予約をして下さい。）

▪接種回数　1回
▪実施期間　平成23年10月1日㈯〜平成24年3月31日㈯
▪接種費用

　助成対象者 自己負担額 助成額
６５歳以上の方 １，６００円 一人１回２０００円
６５歳以上で生活保
護世帯の方 無料 一人１回全額

注：石川郡以外の医療機関で接種した場合、自己負担金が異な
る場合があります。
インフルエンザを予防するためには・・・
　ワクチンだけで100％感染を防げるわけではありません！
　①こまめな手洗い、うがいをする。
　②感染予防のために人込みは避ける。
　③咳が出る時には、マスクを着用するなど
　　咳エチケットを守る
突然の高熱、咳、のどの痛みなどの症状が出たときには、早め
に受診しましょう！
●お問い合わせ先
　石川町保健センター　☎26−8416

★このようなときには忘れずに
申請をお願いします★

高齢者インフルエンザ
予防接種について

被保険者が出産したとき…出産育児一時金が支給されます。
 支給額 
　国保の被保険者が出産したとき、出産育児一時金とし
て42万円が支給されます。
　（妊娠4ケ月（妊娠85日）以上であれば、死産・流産・
早産を問わず支給されます。）
 支払方法 
　世帯主の申請により世帯主の口座に振り込む方法、ま
たは国保から医療機関に直接支払う方法（出産育児一時
金直接支払制度）を利用することができます。
　直接支払制度を希望しない場合や国内の医療機関以外
で分娩した方は、石川町へ直接、出産育児一時金の請求
を行ってください。
　出産育児一時金直接支払制度とは、分娩に伴う費用の
支払いについて、出産育児一時金として支給される金額
を国保から直接医療機関等へ支払うことにより、被保険
者の一時的な窓口負担を軽減するための制度です。
　この制度の利用は任意ですが、ご利用の際には、入院
から退院されるまでに、被保険者と医療機関との間で『直
接支払制度合意文書』を交わしていただく必要があります。
詳しくは、医療機関へお問い合わせください。
　また、直接支払制度に対応していない医療機関があり
ますので利用できるか医療機関へ確認をしてください。

●出産育児一時金直接支払制度を利用した場合の支払に
ついて
・出産費用が出産育児一時金（42万円）以上の場合
出産育児一時金を超えた金額を医療機関等へ支払うこと
になります。国保への出産育児一時金に関する手続きは
特に必要ありません。
・出産費用が出産育児一時金（42万円）未満の場合
分娩に関する医療機関等への支払いは、原則として発生
しません。また、医療機関等からの請求額が出産育児一
時金に満たない場合は、その差額を被保険者の方が国保
へ請求することができます。医療機関から交付された明
細書と印鑑を持参のうえ石川町役場国保年金係で手続き
してください。
＊他の健康保険から出産育児一時金が支給される場合（健

康保険の加入期間が1年以上あり、　退職後半年以内に
出産した場合）には国保からは支給されません。

＊出産日の翌日から2年を経過すると時効となり、支給
されませんのでご注意ください。

被保険者が亡くなったとき・・・葬祭費が支給されます。
 支給額 　　　5万円
 支払方法 　　葬祭を行った方（喪主）の申請により喪
主の口座へ振り込みます。
＊葬儀をした日の翌日から2年を経過すると時効となり、

支給されませんのでご注意ください。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125
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石川町 10～ 11月の主な予定

10 月  ● October 11 月  ● November

1
2

3

4
5
6

7
8
9

10

11
12
13

14

火
水

木

金
土
日

月
火
水
木

金
土
日

月

文化祭各種作品展示

石川地区文化祭（5日まで）
在宅当番医

母畑地区文化祭（6日まで）
山橋地区文化祭
在宅当番医

6〜7か月児教室（9：30〜）
3〜4か月児健診（13：00〜）
BCG予防接種（13：00〜）
福島県議会議員一般選挙告示日

町民俳句大会（13：00〜）
在宅当番医

石川町公民館、
石川町体育館
石川町体育館
やまもと内科
クリニック

母畑自治センター
山橋自治センター
ふるどのクリニック

（古殿町）

保健センター
保健センター
保健センター

石川町公民館
角田内科医院

（浅川町）

15

16

17
18
19
20
21
22

23
24
25
26

27
28
29

30
31

土

日

月
火
水
木
金
土

日
月
火
水

木
金
土

日
月

第45回石川町芸能祭（18：00〜）
沢田地区文化祭（16日まで）
石川町消防団秋季検閲式
在宅当番医

エプロンde婚活
第19回石川町音楽祭（18：00〜）
盆栽展（23日まで）
在宅当番医

1歳児教室（9：30〜）
ポリオ集団接種（12：30〜）
3歳3か月児健診（13：00〜）

中谷地区文化祭（30日まで）
野木沢地区文化祭（30日まで）
在宅当番医

共同福祉施設
沢田中学校体育館
町民グラウンド
ひらた中央病院

（平田村）

ホテル松多屋
共同福祉施設
石川町体育館
ひらた中央病院

（平田村）

保健センター
保健センター
保健センター

中谷自治センター
野木沢小学校体育館
とりごえ整形外科

クリニック

（平成23年8 月 1日～8月31日まで届出分　敬称略）

氏 名 保 護 者 住所

朝倉　宗
しゅう

詩
た

（宗　平・幸　子）古　舘

鈴木　　尊
たける

（　修　・幸　子）形　見

土井　悠
はる

斗
と

（友　貴・真　弓）塩　沢

岩谷　　澪
みお

（　誠　・　瞳　）曲　木

二瓶　泰
だい

暉
き

（由　徳・亜　耶）中　野

深堀　　晶
あき

（祐　介・　育　）石　田

大竹ななみ（英　明・ゆみ子）当　町

鈴木　颯
そう

真
ま

（啓　高・亜由美）双　里

矢内　優
ゆ

衣
い

（真　人・由記子）長久保

氏 名 住 所

佐　川　マ　キ　　赤　羽
十文字　和　広　　南山形
神　山　秀　雄　　中　野
小　川　澄　江　　南　町
渡　邉　顯　榮　　母　畑
諸　岡　　要　　　南　町
矢　内　ス　ミ　　南山形
伊　藤　　フ　　　猫　啼
吉　田　晴　樹　　南山形
岩　田　秀　雄　　古　舘
佐々木　ひろ子　　鹿ノ坂
矢　内　ト　ク　　矢ノ目田

　新　郎　新　婦（出身地）　

本田　郁也（中　野）・佐々木　優（須賀川市）
諸岡　厚亘（猫　啼）・阿部　美貴（猫　啼）
加藤　弘道（渡里沢）・関川　尚美（渡里沢）
添田　辰典（双　里）・太田　麻里（双　里）
鈴木　啓高（茨城県ひたちなか市）・福田亜由美（双　里）

●10月25日㈫までに納めましょう
　　町県民税（第3期）
　　国民健康保険税（第4期）
　　介護保険料（第4期）
●10月31日㈪までに納めましょう
　　後期高齢者医療保険料（第3期）



　中谷第一小学校のベランダには、アサガオのグ
リーンカーテンが作られています。「変化アサガオ」
という、ちょっと変わったきれいなアサガオです。子ど
も達が毎日水をあげながら大切に育てています。

　中谷第一小学校のベランダには、アサガオのグ
リーンカーテンが作られています。「変化アサガオ」
という、ちょっと変わったきれいなアサガオです。子ど
も達が毎日水をあげながら大切に育てています。

「
ア
サ
ガ
オ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」

「
ア
サ
ガ
オ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」

中一小
緑の少年団の
みなさん

中一小
緑の少年団の
みなさん

編集後記
8月26日に東京都で行われた大江戸まつりの取材に
行きました。石川町を出る時は小雨だったので少しの
雨を覚悟しながら会場に向かいましたが、途中から高
速道路が50㎞の規制となり、東京に着くころにはワイ
パーも効かないほどの大雨・・・。この日は中止となり
ました。数万人規模の盆踊り大会に期待して向かった
のにとても残念でした。私は都合で翌日の取材は出
来ませんでしたが、天気も回復し石川町のブースは他
県のどのブースよりも賑わっていたと後日話を聞き、
復興にかけるみんなの熱気をぜひとも取材したかっ
たとまた深く思った出来事でした。　 　（矢内　清春）

表紙の写真

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課
TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  
E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

17,392人（  △10） （  ）内前月比

●9月1日現在住民基本台帳●
男
女
世帯数

8,499人（ 　△1）
8,893人（ 　△9）
5,702戸（ 　　1）

第２94回第２94回

中谷第一
小学校

【施設紹介】
　飛鳥川の清流にかげを映す学び舎で、1年生か
ら6年生53名が地域のみなさんに支えられながら
「豊な心を持ち、心身共にたくましく、主体的に行
動できる子ども」をめざし明るく楽しく学校生活を
送っています。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

中谷第二小学校　６年　鈴木彰一郎さん

Ｑ．毎日の通学などで防犯に気をつけていることは？
Ａ．ぼくは道を歩くとき、下を見ずに常に周りを見て歩

いています。そして友達と一緒に帰っています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．ぼくは、車が好きなので、車関係の仕事をやろうと思いま

す。ショップを開いたりレーサーになったりしたいです。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
すず  き しょういちろう

　石川文化幼稚園に通う円谷　悠太郎（ゆうたろ
う）くん（左）、姉のみのりちゃん（右）、祖父の喜美
雄さん、祖母の昭子さんです。

　石川文化幼稚園に通う円谷　悠太郎（ゆうたろ
う）くん（左）、姉のみのりちゃん（右）、祖父の喜美
雄さん、祖母の昭子さんです。

　前月9月号「みんなで防犯　子ども防犯
呼びかけ隊」の氏名に誤りがありました。お
詫びして次のとおり訂正します。
（誤）我妻　勇太さん→（正）我妻　優太さん

お詫びと訂正


